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実質収支

令和４年度 令和５年度

金　　額　（円） 金　　額　（円） 金　　額　（円）
増減率
(％)

歳 入 額 51,882,119,464 50,363,774,602 △ 1,518,344,862 △2.9

歳 出 額 48,857,151,722 46,639,625,919 △ 2,217,525,803 △4.5

歳 入 歳 出 差 引 額 3,024,967,742 3,724,148,683 699,180,941 23.1

翌年度へ繰り越すべき財源 445,331,698 1,268,839,634 823,507,936 184.9

実 質 収 支 額 2,579,636,044 2,455,309,049 △ 124,326,995 △4.8

対前年度
(R5-R4)

令和５年度　一般会計決算の状況
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歳入の状況

決　算　額
（円）

構成比
(％)

決　算　額
（円）

構成比
(％)

増減額(R5-R4)
（円）

増減率
(％)

 市税 * 12,969,840,002 25.0 13,064,207,303 26.0 94,367,301 0.7

 地方譲与税 402,749,000 0.8 406,038,000 0.8 3,289,000 0.8

 利子割交付金 5,139,000 0.0 4,124,000 0.0 △1,015,000 △19.8

 配当割交付金 66,175,000 0.1 76,761,000 0.2 10,586,000 16.0

 株式等譲渡所得割交付金 50,119,000 0.1 96,699,000 0.2 46,580,000 92.9

 法人事業税交付金 213,176,000 0.4 271,953,000 0.5 58,777,000 27.6

 地方消費税交付金 2,756,195,000 5.3 2,709,580,000 5.4 △46,615,000 △1.7

 ゴルフ場利用税交付金 24,569,160 0.0 22,163,400 0.0 △2,405,760 △9.8

 環境性能割交付金 41,856,000 0.1 53,799,000 0.1 11,943,000 28.5

 地方特例交付金 90,851,000 0.2 87,901,000 0.2 △2,950,000 △3.2

 地方交付税 10,697,339,000 20.6 10,852,457,000 21.6 155,118,000 1.5

 交通安全対策特別交付金 17,566,000 0.0 15,960,000 0.0 △1,606,000 △9.1

 分担金及び負担金 * 78,680,746 0.2 69,562,461 0.1 △9,118,285 △11.6

 使用料及び手数料 * 1,247,682,015 2.4 1,254,768,184 2.5 7,086,169 0.6

 国庫支出金 8,276,592,198 16.0 8,603,574,656 17.1 326,982,458 4.0

 県支出金 3,250,365,667 6.3 3,366,187,020 6.7 115,821,353 3.6

 財産収入 * 281,921,735 0.5 304,682,943 0.6 22,761,208 8.1

 寄附金 * 408,109,964 0.8 212,711,685 0.4 △195,398,279 △47.9

 繰入金 * 1,520,728,848 2.9 2,374,425,090 4.7 853,696,242 56.1

 繰越金 * 1,734,495,350 3.3 1,725,331,698 3.4 △9,163,652 △0.5

 諸収入 * 3,138,868,779 6.1 2,706,988,162 5.4 △431,880,617 △13.8

 市債 4,609,100,000 8.9 2,083,900,000 4.1 △2,525,200,000 △54.8

歳  入  合  計 51,882,119,464 100.0 50,363,774,602 100.0 △1,518,344,862 △2.9

自 主 財 源 21,380,327,439 41.2 21,712,677,526 43.1 332,350,087 1.6

依 存 財 源 30,501,792,025 58.8 28,651,097,076 56.9 △1,850,694,949 △6.1

区　　分

　　　　　*印:自主財源

令和４年度 令和５年度 対前年度
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市税の状況

決　算　額
（円）

構成比
(％)

決　算　額
（円）

構成比
(％)

増減額(R5-R4)
（円）

増減率
(％)

 個人市民税 4,983,851,994 38.4 5,069,076,624 38.8 85,224,630 1.7

 法人市民税 682,079,155 5.3 677,086,031 5.2 △4,993,124 △0.7

 固定資産税 5,573,263,536 43.0 5,582,696,045 42.7 9,432,509 0.2

 軽自動車税 373,969,306 2.9 379,711,748 2.9 5,742,442 1.5

 市たばこ税 603,835,396 4.6 604,809,961 4.6 974,565 0.2

 都市計画税 752,100,215 5.8 750,076,444 5.8 △2,023,771 △0.3

 入湯税 740,400 0.0 750,450 0.0 10,050 1.4

市　税  合  計 12,969,840,002 100.0 13,064,207,303 100.0 94,367,301 0.7

区　　分

令和４年度 令和５年度 対前年度
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歳出（目的別）の状況

決　算　額
（円）

構成比
(％)

構成比
(％)

増減額(R5-R4)
（円）

増減率
(％)

 議会費 305,096,536 0.6 0.7 10,213,373 3.3

 総務費 9,325,713,677 19.1 11.5 △3,981,226,318 △42.7

 民生費 16,428,171,259 33.6 40.4 2,428,192,393 14.8

 衛生費 4,843,281,414 9.9 9.0 △619,452,503 △12.8

 労働費 58,609,999 0.1 0.1 1,053,187 1.8

 農林水産業費 656,422,798 1.4 1.6 72,238,253 11.0

 商工費 1,937,497,382 4.0 2.7 △697,748,235 △36.0

 土木費 3,817,224,918 7.8 9.0 387,004,318 10.1

 消防費 2,438,435,445 5.0 4.3 △423,647,216 △17.4

 教育費 5,052,069,292 10.3 12.5 790,785,221 15.7

 災害復旧費 0 0.0 0.0 0 0.0

 公債費 3,994,629,002 8.2 8.2 △184,938,276 △4.6

 諸支出金 0 0.0 0.0 0 0.0

歳 出 合 計 48,857,151,722 100.0 100.0 △2,217,525,803 △4.5

財政指標・健全化判断比率

指　　　標 令和４年度

財政力指数 0.560

経常収支比率 94.9％

実質赤字比率 黒字

連結実質赤字比率 黒字

実質公債費比率 4.4％

将来負担比率 －

区　　分

4,204,229,236

2,014,788,229

5,842,854,513

令和５年度令和４年度 対前年度

決　算　額
（円）

315,309,909

5,344,487,359

18,856,363,652

4,223,828,911

59,663,186

728,661,051

1,239,749,147

説　　　　　　明

基準財政需要額に対する基準財政収入額の割合
(3か年平均)

歳入の経常一般財源総額に対する歳出の経常経
費充当一般財源の比率

一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規
模に対する比率

全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に
対する比率

－

一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償
還金の標準財政規模に対する比率(3か年平均)

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

黒字

黒字

4.4％

令和５年度

0.550

95.1％

0

3,809,690,726

0

46,639,625,919
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歳出（性質別）の状況

構成比
(％)

構成比
(％)

増減率
(％)

人件費 ○ 17.8 18.5 △0.8

物件費 13.1 13.2 △3.3

維持補修費 0.3 0.3 5.8

扶助費　○ 21.2 24.8 11.4

補助費等 10.5 10.1 △8.4

普通建設事業費　△ 12.6 9.1 △31.1

災害復旧事業費　△ 0.0 0.0 皆増

公債費　○ 8.2 8.2 △4.6

積立金 2.7 1.4 △49.0

投資及び出資金 0.6 0.6 △5.7

貸付金 1.3 1.3 △6.9

繰出金 11.7 12.5 1.8

100.0 100.0 △4.5

47.2 51.5 4.0

12.6 9.1 △31.1

40.2 39.4 △6.3

△1,920,649

5,829,769 101,843

3,809,691

662,668

△ 2,217,526

△44,118

46,639,626

△65,494

△212,954

8,586

1,181,860

△184,938

△635,660

△16,005

令和５年度

決　算　額
（千円）

対前年度

8,637,637

6,182,228

266,400

190

156,776

190

11,550,493

4,697,447

4,246,667

△430,187

増減額(R5-R4)
（千円）

令和４年度

決　算　額
（千円）

区　　分

　　　　　○印：義務的経費
　　　　　　△印：投資的経費

48,857,152

3,994,629

1,298,328

282,405

6,395,182

歳 出 合 計

643,778

5,727,926

義 務 的 経 費 23,066,393 23,997,821 931,428

148,190

10,368,633

5,127,634

6,167,316

0

8,703,131

投 資 的 経 費 6,167,316 4,246,857 △ 1,920,459

そ の 他 経 費 19,623,443 18,394,948 △ 1,228,495

599,660
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（１）特別会計特別会計の状況

増減率
(％)

歳入 5.1

歳出 5.1

差引 0.0

歳入 △4.7

歳出 △4.6

差引 △30.5

歳入 0.0

歳出 0.7

差引 △27.6

歳入 △1.3

歳出 △7.5

差引 484.0

歳入 4.5

歳出 15.9

差引 皆減

歳入 11.8

歳出 5.6

差引 168.5

歳入 3.8

歳出 3.9

差引 △52.6

歳入 △1.5

歳出 △1.2

差引 △20.5

△336,298,862

△89,038,285

対前年度

増減額(R5-R4)
（円）

36,102,678

36,102,678

0

△568,816,318

△6,995,973

20,299,480

37,510,380

68,983,329

846,575

96,148,259

△95,301,684

△3,156,272

△17,795,988

14,639,716

3,192,481

10,188,454

△549,269,294

17,210,900

△19,547,024

71,116,129

14,093,636,453

70,879,542

344,760,277

△2,132,800

△425,337,147

44,465,196

28,537,781,51528,874,080,377

701,736,603

701,736,603

0

63,883,569

12,049,160,275

13,748,876,176

356,656,339

324,308,300

74,072,023

4,053,398

1,900,462,285

1,920,598

1,902,382,883

32,348,039

28,883,638,657

学校給食共同調理場事業特別会計

新里温水プール事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

737,839,281

介護保険事業特別会計 13,845,024,435

319,145,959

74,072,023

0

11,480,343,957

農業集落排水事業特別会計

11,435,878,761

14,094,483,028

249,458,593

237,861,146

220,196,430

17,664,716

令和 ４ 年度

12,048,559

1,833,399,554

3,025,000

決　 算　 額
（円）

11,985,148,055

6,995,973

241,017,418

237,992,418

64,012,220

令和５年度　特別会計及び企業会計決算の状況

1,829,346,156

434,895,427

29,308,975,804

345,857,142

307,097,400発電事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

特別会計　合計

区　　　分 決　 算　 額
（円）

令和 ５ 年度

737,839,281

0
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（２）企業会計（水道事業会計）企業会計の状況

　水道事業

（１）未処分利益剰余金の処分について（消費税及び地方消費税抜）

円 円

円 円

（２）決算（収益的事業：消費税及び地方消費税抜　資本的事業：消費税及び地方消費税込）

増減率
(％)

収入 △1.3

支出 △4.2

差引 79.2

収入 △11.0

補填財源 17.2

支出 13.0

資本的事業

163,573,558 145,499,423 △18,074,135

936,273,429 1,096,986,879 160,713,450

1,099,846,987 1,242,486,302 142,639,315

収益的事業

2,024,330,279 1,999,024,783 △25,305,496

2,104,598,948 2,015,696,307 △88,902,641

△80,268,669 △16,671,524 63,597,145

円 円

123,865,360 0 0 123,865,360

区　　分
令和 ４ 年度 令和 ５ 年度 対前年度

決　 算　 額
（円）

決　 算　 額
（円）

増減額(R５-R４)
（円）

△ 16,671,524 0 140,536,884 123,865,360

剰余金処分額

資本金 建設改良積立金 繰越利益剰余金 計

当年度未処分利益剰余金

当年度純利益
（△純損失）

前年度繰越
利益剰余金

その他未処分利
益剰余金変動額

計

円 円
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　下水道事業

（１）未処分利益剰余金の処分について（消費税及び地方消費税抜）

円 円

円 円

（２）決算（収益的事業：消費税及び地方消費税抜　資本的事業：消費税及び地方消費税込）

増減率
(％)

収入 3.9

支出 △3.5

差引 222.6

収入 15.5

うち翌年度繰越
額に係る財源 11.3

うち前年度繰越
額に係る財源 皆増

補填財源 10.4

支出 12.9

収益的事業

109,539,992

資本的事業

繰越利益剰余金 計

円 円

223,783,037 296,805,531 0 520,588,568

区　　分
令和 ４ 年度 令和 ５ 年度 対前年度

決　 算　 額
（円）

決　 算　 額
（円）

増減額(R5-R4)
（円）

59,763,655 66,541,700 6,778,045

1,758,684,370 1,985,116,820 226,432,450

当年度未処分利益剰余金

当年度純利益
前年度繰越
利益剰余金

その他未処分利
益剰余金変動額

計

円 円

296,805,531 0 223,783,037 520,588,568

2,825,655,604 2,935,195,596

2,733,665,115 2,638,390,065 △95,275,050

91,990,489 296,805,531

剰余金処分額

資本金 減債積立金

790,268,420715,707,863 74,560,557

204,815,042

1,102,740,162 1,273,190,100 170,449,938

0 11,800,000 11,800,000
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☆ は新規事業

◇ は継続・拡大事業

決算額 担当課
決算書
ページ

◇ 地域活動推進事業 32,722千円
観光交流課

両支所市民生活課
黒保根地域振興整備課

133

◇ 農業振興事業 25,287千円 農林振興課 231

◇ 防疫対策事業 7,292千円 農林振興課 235

☆ 市産木材普及啓発品作製業務委託 4,400千円 農林振興課 241

（森林経営管理事業）

☆ 森林整備業務委託 1,434千円 農林振興課 241

（森林経営管理事業）

☆ 林業機械修繕等支援事業補助金 900千円 農林振興課 241

（森林経営管理事業）

◇ 地域店舗買物促進事業補助金 1,300千円 商工振興課 245

（商業振興事業）

◇ 9,620千円 商工振興課 245

令和５年度　主 要 事 業

１. 産業経済の振興（産業、観光）

経営の発展に向けた6次産業化や多角化の取組を促進するとともに、担い手確保のた
め新規就農者の経営発展を支援するなど、地域農業の振興を図るための補助を実施

環境衛生や家畜伝染病対策として消毒薬などの購入費補助や家畜伝染病の発生予防対
策として予防接種費用への助成を行うなど、畜産業への支援を継続して実施

森林環境譲与税を活用し、本市の豊富な森林資源を原材料として作製した夫婦箸、箸
置き及び桐生織ランチョンマットのセットを、令和6年1月以降、本市に婚姻届を提
出された夫婦を対象に、新たな門出の御祝い品として贈呈

森林環境譲与税を活用し、山林に隣接する住宅や公道にせり出した支障木及び危険木
の除去を目的に、間伐・枝打ちなどの森林整備を実施

森林環境譲与税を活用し、林業経営の安定を図るため、林業事業体又は個人の林業従
事者が行う林業機械の修繕及び消耗部品等の購入に対する補助を実施

店舗の魅力を発信し、市民の地域での買物を促進するような取組を企画実施する商店
街団体を支援（支給件数：6件）

空き店舗活用型新店舗開設・創業促進事業

中心商店街のにぎわい創出や創業・経済循環の拡大等を推進するため、空き店舗等を
活用した新店舗開設を支援（支給件数：12件）

桐生地区・新里地区・黒保根地区それぞれの地域において、地域おこし協力隊の活動
継続や起業支援などを行い、地域の活性化を推進するとともに隊員の定住を支援
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◇ 44千円 商工振興課 247

（工業振興事業）　　　　　　　　

◇ 桐生クラフトブランド化支援事業 500千円 商工振興課 247

◇ 観光物産協会支援事業 13,685千円 観光交流課 251

◇ まつり事業 13,160千円 観光交流課 251

◇ 赤城山観光広域連携事業 1,534千円 観光交流課 253

◇ 花見ヶ原森林公園管理 23,576千円 黒保根地域振興整備課 253

（花見ヶ原森林公園費黒保根支所施設管理事業）

◇ 利平茶屋森林公園管理 9,425千円 黒保根地域振興整備課 255

☆ 2,022千円 日本遺産活用室
（人材育成課）

343

（職員人件費）

◇ 重伝建公開施設整備事業 117,457千円 日本遺産活用室 345

オープンファクトリー支援事業補助金

製造工程等の見学や体験を通じて、製品・技術等の魅力発信やものづくりに興味のあ
る人材との交流等を目的に、オープンファクトリーを実施する事業者を支援
（支給件数：2件）

桐生ならではの製品群や技術力等の魅力発信を通じて、「桐生クラフトのブランド
化」に取り組む桐生商工会議所を支援し、公民連携の下、地域ブランド化を推進
（R5実績：オープンファクトリーイベント開催等を支援）

本市の観光と物産の振興を担う中心団体である桐生市観光物産協会が、一般社団法人
として活動していくための必要な支援を行い、公民連携による観光まちづくりを推進

４年ぶりの全面開催となる、本市の夏の一大イベントである桐生八木節まつりを実施
するため、特別番組の制作など開催に必要な経費の補助を行い、祭りを通じた桐生の
魅力を市内外へ広く発信

赤城山の豊かな自然環境を活用し、赤城山周辺の広域自治体で連携して、赤城山一周
ライドなどのサイクルツーリズム事業やグリーンツーリズム事業を実施し、交流人口
の増加による地域活性化を推進

指定管理者制度の導入により民間活力を最大限に活用し、更に魅力的な施設とするこ
とで利用者の増加を図るとともに、園内の遊歩道兼管理道路の舗装工事により利用者
の利便性向上と安定的な施設管理環境を整備

桐生新町重伝建地区住民と行政との橋渡し役として、令和５年６月より「重伝建コー
ディネーター」１名を配置

（利平茶屋森林公園費黒保根支所施設管理事業）

指定管理者制度の導入により民間活力を最大限に活用し、更に魅力的な施設とするこ
とで利用者増加を推進

重伝建地区への来訪者がまちの魅力を実感でき、地区の交流拠点とするための「桐生
市重伝建地区公開活用施設（通称：まちなか交流館）」の整備について、保存修理工
事を実施

重伝建コーディネーター配置

- 10 -



◇ 日本遺産活用事業 961千円 日本遺産活用室 345

☆ 26,450千円 日本遺産活用室 347

（重伝建地区等歴史まちづくり事業）

◇ 新里温水プール施設設備改修工事 59,246千円 新里地域振興整備課 453

（新里温水プール事業特別会計）

日本遺産市内６件の構成文化財の周知及び未来創生塾との日本遺産講座を引き続き開
催し桐生ジュニアアンバサダーを育成するとともに、館林市・足利市との３市連携に
加え八王子市・十日町市との都市間連携の強化により日本遺産の魅力発信や認知度向
上を推進

重伝建地区等トイレ整備工事

重伝建地区及びその周辺施設への来訪者周遊の利便性向上のため、公衆トイレの整備
を実施

新里温水プールを安全安心な施設として運営するため、施設設備の改修工事を実施
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２. 教育・文化の向上（教育、生涯学習、芸術・文化、スポーツ）

決算額 担当課
決算書
ページ

◇ 学校適正規模等検討事業 177千円 教育環境課 299

◇ スクールロイヤー制度 1,300千円 教育環境課 299

（教育指導費一般経費）

◇ 外国語教育指導事業 98,749千円 学校教育課
人材育成課

301

◇ サイエンスドクター事業 4,968千円 学校教育課 301

◇ 668千円 黒保根市民生活課 301

◇ 黒保根町国際理解推進事業 6,341千円 黒保根市民生活課 303

◇ （仮称）総合教育センター整備事業 765,616千円 教育総務課 305

　　 ［軽減額］

◇ 35,564千円 教育総務課 305

より良い教育環境の構築と質の高い学校教育を実現するため、桐生市立小中学校適正
規模・適正配置基本方針の概要について、中学校区ごとに説明会を開催後、９つの中
学校区に小学校及び中学校合同の検討委員会を設置し、第１回会議を開催

幼稚園・小・中・義務教育学校、商業高校で発生する様々な問題に適切に対処するた
め、弁護士の電話相談や面談等で、法的側面からの助言による支援体制を確立

小・中・義務教育学校の第３子以降の給食費無償化

小・中・義務教育学校における第3子以降の児童・生徒の給食費を無償化とすること
で、子育て世帯の負担を軽減（対象人数：小学校593人、中学校174人、義務教育
学校7人　合計774人）

群馬大学の留学生を幼稚園、小・中・義務教育学校に派遣し、国際理解教育等に係る
活動を実施するとともに、ＡＬＴや外部講師を効果的に活用した小・中・義務教育学
校の外国語の授業と幼稚園での遊びの中で外国語に触れる活動を推進

群馬大学理工学部の大学院生を小・中・義務教育学校へ派遣し、理科教育等の充実と
プログラミング教育の推進を図るとともに幼稚園等においてプログラミング教育の基
礎となる体験活動を実施

黒保根町西町インターナショナルスクール交流事業

国際理解教育の推進を図るため、黒保根学園と姉妹校提携している西町インターナ
ショナルスクールと、黒保根での農業体験（田植え・稲刈り）や西町での授業体験
会・スポーツデイ参加などの交流事業を実施

国際理解教育の推進を図るため、専任の外国人英会話講師を配置し、黒保根保育園で
の英語に触れあえる保育活動や黒保根学園での英会話教室など、幼児から学齢期まで
一貫した英語に親しむ活動を行うとともに、キャリア教育の実践によりコミュニケー
ション能力の向上を推進

教育委員会事務局や教育研究所等の既存教育施設の機能を集約し、教育環境及び教育
基盤の更なる充実を図ることを目的とした「（仮称）総合教育センター」を整備する
ための改修工事等を実施
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◇ 小学校理科室空調機器設置 80,971千円 教育総務課 307

（学校施設改修事業）

◇ スクールバス購入 8,681千円 学校教育課 307

（学校教育一般経費）

◇ 放課後子供教室事業 2,615千円 生涯学習課 323

◇ 未来創生塾支援事業 3,507千円 生涯学習課 323

☆ 桐生市市民文化会館劣化診断業務委託 4,180千円 スポーツ・文化振興課 325

（市民文化会館管理事業）

◇ 1,200千円 青少年課 327

（青少年教育事業）

◇ 球都桐生プロジェクト推進事業 100,077千円 スポーツ・文化振興課 353

◇ スポーツ施設整備 106,085千円 スポーツ・文化振興課 355

（施設管理事業）

児童生徒が快適に安心して学べる教育環境の充実を図るため、市内全小学校の理科室
に空調機器を設置

児童のより安全かつ快適な通学に寄与するため、梅田南小学校で使用する老朽化した
スクールバスの入れ替えを実施

学校の空き教室等を利用して、各地域の特色や人材を生かした体験・交流活動、学習
支援等を行う「放課後子供教室」を新たに3か所開設し、全小学校・義務教育学校で
実施

群馬大学理工学部と地元企業、市民団体などと連携して子どもの夢と感性を育むこと
を目的とした特別教育プログラム「未来創生塾」の支援を継続するとともに、未来創
生プログラムをより幅広い子どもに対して実施

子どもがつくるまちミニきりゅう負担金

建設から26年が経過し、修繕箇所が増えてきているため、長寿命化計画の策定に向
け、建物や設備の劣化の程度を把握するための劣化診断を実施

小学生を対象とした職業体験イベント「子どもがつくるまち　ミニきりゅう2023」
をミニきりゅう実行委員会と共催で実施
（参加者数：延べ1,150人　うち児童数：854人）

9月10日の「球都桐生の日」制定を契機に、野球がもつ魅力を生かしたまちづくり活
動を公民連携事業として推進するため、東京六大学野球オールスターゲーム誘致をは
じめとするイベントの開催や、桐生球場ダッグアウトゴムマットの改修工事などを実
施

各スポーツ施設を有効に活用し、誰もが利用しやすい施設となるような取組として、
小倉クラッチ・スタジアム（桐生球場）や運動公園内の歩道の一部などの施設改修を
実施

- 13 -



決算額 担当課
決算書
ページ

☆ 16,428千円 福祉課 175

◇ 408,620千円 医療保険課 181

（福祉医療費助成事業）

◇ 787千円 子育て相談課 189

◇ 326,682千円 子育て支援課 193

☆ 1,566千円 子育て支援課 195

☆ 3,650千円 子育て支援課 195

☆ 59,912千円 子育て支援課 195

☆ 49,104千円 子育て支援課 195

◇ 221,195千円 地域医療感染症対策室 201新型コロナウイルスワクチン接種事業

国主導で実施される新型コロナウイルス感染症のワクチン接種を市民を対象に実施

３. 福祉・健康の増進（福祉、健康、医療）

子ども発達支援事業

作業療法士や公認心理師を配置し、発達に課題を抱える児童の早期発見・早期対応を
行い保護者の不安軽減を図り、児童虐待防止に繋げるための継続支援を実施するとと
もに、発達に課題のある児童の親が同様の子育て経験のある親から共感的な支援を受
けられる子育てメンター事業を実施

特定教育・保育施設整備補助事業

子どもが安心して過ごせる環境を整備するため、老朽化が進む私立保育園及び認定こ
ども園の施設整備を計画的に支援

保育所等における通園時送迎用バスの安全装置設置義務化を受け、市内の保育所等に
対し、安全装置設置費用について補助を実施　（実績：5施設　9台）

保育所等安全対策支援事業

重層的支援体制整備事業

地域住民の複雑化・複合化した相談支援ニーズに対応した包括的な相談支援体制の整
備を推進すべく、桐生市社会福祉協議会等の関係機関との連携による「多機関協働事
業」及び「アウトリーチ等を通じた継続的支援事業」を実施
（多機関協働事業における支援会議12件、 アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
14件）

子ども医療費無料化

子育て世帯の経済的負担の軽減と子どもを産み育てる環境のより一層の充実を図るた
め、医療費助成を１８歳の年度末（高校生世代）まで拡大
（令和６年３月末対象者：10,504人）

食費等の物価高騰にあたり、低所得のひとり親世帯に対し、児童１人につき５万円の
現金支給を実施　（支給件数：1,181件）

保育所等衛生管理対策事業

感染症対策のため、使用済み紙おむつの保管用ごみ箱を設置または老朽化したおむつ
用ごみ箱の入替を実施した市内の保育所等に対して補助を実施
（実績：26施設）

食費等の物価高騰にあたり、低所得の子育て世帯に対し、児童１人につき５万円の現
金支給を実施　（支給件数：961件）

子育て世帯生活支援特別給付金ひとり親世帯分給付事業

子育て世帯生活支援特別給付金ひとり親世帯以外分給付事業
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☆ 20,950千円 地域医療感染症対策室 203

（成人予防接種事業）

☆ 1,090千円 子育て相談課 203

（母子予防接種事業）

☆ 487千円 子育て相談課 203

（母子予防接種事業）

◇ 237千円 健康長寿課 205

（健康づくり事業）　　　　　

◇ 医療用ウィッグ等購入費助成 663千円 健康長寿課 207

（がん検診事業）

◇ 3,268千円 子育て相談課 207

（母子保健支援事業）

◇ 33,536千円 子育て相談課 209

◇ 厚生病院負担金 876,158千円 地域医療感染症対策室 213

◇ 厚生病院医師確保対策事業 51,851千円 地域医療感染症対策室 213

出産・子育て応援事業

医療クラーク確保、住居・通勤環境手当による医師の負担軽減などに加え、研究・研
修体制の設備を支援

高度医療や救急医療等の不採算部門を担う地域中核病院としての機能を維持するため
支援を実施

男性HPVワクチン接種助成

ヒトパピローマウイルス（HPV）が原因で男性でもかかる中咽頭がん、肛門がんなど
の予防や男女間での感染を防ぐため、小学校6年生から高校1年生相当の男性を対象
として、子宮頸がんワクチン接種費用の全額を助成

インフルエンザ予防接種助成

受験や就職などを控えた年代のインフルエンザの発症や重症化を予防するため、中学
3年生及び高校3年生相当を対象として予防接種費用の一部を助成

きりゅう健康ポイント事業『100点チャレンジ』

帯状疱疹予防接種助成

成人のほとんどに発症のリスクがあり、高齢者の重症化リスクが高いと言われている
帯状疱疹を予防するため、５０歳以上の人を対象として予防接種費用の一部を助成

健診を受け、自身で設定した健康目標に向かって取り組む市民を後押しするインセン
ティブ事業として、既存事業に桐ペイ５００ポイント付与を追加し実施
（チャレンジ達成者：517人）

がん治療を受けている方の心理的および経済的な負担を軽減し、療養生活の質の向上
や治療と社会生活の両立を支援するため、医療用ウイッグ等の購入費を助成
（助成件数：２９件）

産婦健康診査助成

令和4年度まで実施していた産後2週間健診に加え、新たに産後1か月健診を追加し、
産後うつの早期介入・早期支援により、産後間もない母子の健康支援を実施
（2週間健診：受診者334人）

安心して出産・子育てができるように、妊娠期から出産・子育てまでを一貫して身近
で相談に応じ、必要な支援につなぐとともに、妊娠届出や出産届出の後、面談を受け
た妊婦・子育て世帯等に対し経済的支援を実施

（病院運営事業、病院事業債元利償還事業、医療機器等整備事業）
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決算額 担当課
決算書
ページ

◇ 環境都市推進事業 4,991千円 SDGs推進課 165

☆ 環境美化推進報奨金 11千円 SDGs推進課 169

（ごみ減量・再生資源化事業）

◇ 830千円 地域づくり課 201

◇ 消防車両更新事業 46,370千円 消防本部 291

◇ 防火水槽新設事業 10,516千円 消防本部 293

☆ 災害時安否確認バンダナ配布  1,397千円 防災・危機管理課 295

（自主防災事業）

４. 生活環境の向上（環境、安全・安心）

「環境先進都市」の実現に向けた取組として、環境都市推進補助（補助件数122件）
の実施や「ゆっくりズムのまち桐生」を啓発

子どもの環境美化に対する豊かな心を育むことを目的として、環境美化活動を行う子
どもに対する報奨として「桐ペイ」を交付（支給人数：２２人）

災害発生時に住民の安否確認を迅速に行うための「災害時安否確認バンダナ」を、新
たに導入し配布事業を開始

公衆浴場対策事業
公衆浴場の経営の安定化を図り、公衆衛生の向上を推進するため、市内で公衆浴場を
営む者（３名）に対して、従来の水道料金に加えて、新たに下水道使用料に対する補
助金を交付

消防体制の充実・強化のため、広報連絡車1台（東分署）、高規格救急自動車1台
（大間々新里分署）を整備

消防体制の充実・強化のため、桐生市天神町三丁目地内に防火水槽１基を整備
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決算額 担当課
決算書
ページ

☆ （仮称）定住促進センター事業 28,468千円 企画課 133

☆ 桐生市地域公共交通計画策定 3,784千円 交通ビジョン推進室 133

（交通ビジョン推進事業）

☆ おりひめバスモニター制度創設 30千円 交通ビジョン推進室 167

（バス交通対策事業）

☆ おりひめバス購入 23,171千円 交通ビジョン推進室 167

（バス交通対策事業）

☆ 宅内配管補助 2,400千円 下水道課 217

（浄化槽設置等補助事業）

◇ 道路橋梁補修事業 140,242千円 土木課
両支所地域振興整備課

265・266

（道路橋梁補修事業、新里支所道路橋梁補修事業、黒保根支所道路橋梁補修事業）

◇ 道路橋梁新設改良事業 151,040千円 土木課
新里地域振興整備課

267

（道路橋梁新設改良事業、新里支所道路橋梁新設改良事業）

◇ 桐生大橋長寿命化事業 252,934千円 土木課 267

生活道路として、市内各所の市道や橋梁など自動車や歩行者の安全・安心を守るとと
もに、交通事情の改善、凸凹路線の解消など安心して通行できる補修事業を実施

災害に強い安全な生活道路を構築するとともに、交通事情の改善を図るため、道路の
新設改良工事を実施

第1次緊急輸送道路に指定されている桐生大橋の長寿命化を図るため、塗装工事を継
続して実施

本市交通の目指すべき姿を描く「桐生市交通ビジョン」を策定するとともに、当ビ
ジョンに掲げる理念や方針に沿った公共交通施策を具現化するための実効性ある「桐
生市地域公共交通計画」（法定計画）を策定するための調査・協議等を実施

汚水処理人口普及率の向上を図るため、宅内配管工事に対し最大30万円の補助制度
を新設し合併処理浄化槽への転換を促進
（支給件数：8件）

５. 都市基盤の整備（都市基盤）

移住・定住に関するワンストップ相談窓口として、令和5年8月1日に「桐生市移住支
援フロント　むすびすむ桐生」を開設するとともに、桐生市移住コーディネーターを
配置し、伴走型の相談対応や魅力発信、つながりを創出する取組を実施
（移住相談件数：182件）

旧桐生地区を運行するおりひめバスについて、運行体制等を改善し、バスの利用促進
を図るため、市民からおりひめバスモニター（10人）を選出し意見を収集

おりひめバスについて、安全で安定した運行を目的に老朽化した車両１台を更新
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◇ 舗装長寿命化事業 206,272千円 土木課
新里地域振興整備課

267

（舗装長寿命化事業、新里支所舗装長寿命化事業）

◇ 武井西周辺道路整備事業 15,080千円 新里地域振興整備課 267

◇ 赤岩線整備事業 46,472千円 土木課
都市計画課

267・273

（赤岩線整備事業、赤岩線周辺整備事業）

◇ 歴史まちづくり整備事業 168,147千円 都市計画課 273

☆ カピバラ舎新築 2,606千円 公園緑地課 277

（桐生が岡動物園事業）

☆ サル山改修 500千円 公園緑地課 277

（桐生が岡動物園事業）

☆ 動物診療所改築 1,706千円 公園緑地課 277

（桐生が岡動物園事業）

☆ 危険木伐採補助金 250千円 公園緑地課 281

（緑化推進事業）

◇ 市営住宅施設改修事業 224,677千円 建築住宅課 285

未来へはばたけ 山田製作所桐生が岡動物園が、開園７０周年の記念すべき年を迎えた
ことから、飼育数の増加に対応でき、さらには冬季の展示も可能で来園者から見やす
いカピバラ舎を整備するための設計を実施

サル山改修に伴うサル収容場所増設のため設計を実施

老朽化した動物診療所を、動物の診察、治療、入院、解剖等の動物福祉に配慮した施
設に改築するための設計を実施

市民の安全安心な生活環境を保全するため、本市の緑を育て自然を守る条例に規定す
る自然緑地保護地区内の危険木の伐採等の経費の2分の1を補助

住民が安全で安心して暮らすことができるよう、東三丁目団地耐震及び各所改修工
事、足仲団地下水道直結改修工事を実施

本市が管理する市道において、重要度が高い路線の道路舗装修繕を適正かつ効率的に
行い、安全で安心な車両の通行を確保

通勤者の利便性向上や地域住民の安全確保に向け、桐生武井西工業団地周辺の道路整
備を推進

歩行者の安全や円滑な交通確保するため、県事業と連携して実施している堤町三丁目
から宮前町一丁目交差点までの都市計画道路及び周辺市道の拡幅整備を実施

桐生が岡公園と重伝建地区の相互の連携による周遊性を高めるとともに、歴史的風致
の維持・向上を図り、魅力ある空間整備を進めるため、美和神社・西宮神社周辺の広
場整備及び市道の美装化を実施
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◇ きりゅう暮らし応援事業

◇ 住宅取得応援助成金 185,447千円 建築住宅課 285

◇ 住宅リフォーム助成金 39,197千円 建築住宅課 285

◇ 空き家利活用助成金 2,634千円 空き家対策室 287

◇ 空き家除却助成金 21,713千円 空き家対策室 287

☆ 関係人口創出事業委託 556千円 企画課 285

（定住促進事業）

◇ 移住支援事業 9,300千円 企画課 287

◇ 配水管布設事業 530,115千円 水道工務課 水道決算書
14

◇ 28,879千円 下水道課
境野水処理センター

下水道決算書

12

（下水道事業会計）

市外からの転入を促進するとともに市外への転出を抑制し定住促進を図るため、移住
に比重を置いた見直しを行い、住宅の建築又は購入費用の一部を補助
（支給件数：285件）

定住促進を視野に入れ、安心して住み続けられるよう住環境の改善を目的としたリ
フォーム費用の一部を補助（支給件数：206件）

空き家の利活用と桐生暮らしを推進し、移住・定住を図るため、空き家のリフォーム
費用の一部を補助（支給件数：6件）

桐生市下水道事業ストックマネジメント全体計画に基づき、老朽化した下水道施設の
改築更新を実施

除却跡地の利用と地域活性化のため、周囲に危険を及ぼすおそれのある空き家や長期
間使用していない空き家の除却費用の一部を補助（支給件数：29件）

令和5年8月1日に開設した「桐生市移住支援フロント　むすびすむ桐生」において、
新里・黒保根地域の特色を生かした関係人口創出のための取組など、情報発信やイベ
ントを実施

本市への移住を促進するため、一定期間、東京圏に在住又は通勤等した者が、テレ
ワークや起業等を行い、本市に移住した場合に支援金を支給（支給件数： 7件）

（水道事業会計）
桐生市水道事業経営戦略に基づき老朽管の布設替を実施し、漏水対策を図るととも
に、耐震化やダウンサイジングを行い管網を整備
（配水管布設工事延長：4,487ｍ）

下水道施設改築更新
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決算額 担当課
決算書
ページ

☆ 1,000千円 魅力発信課 121

（広報事業）

◇ シティブランディング事業 2,148千円 魅力発信課 121

◇ 庁舎整備事業 26,198千円 総務課 127

☆ 124,660千円 総務課 127

☆ 公開型地理情報システム導入委託 3,003千円 DX推進室 135

（システム調達事業）

◇ 電子地域通貨事業 110,725千円 DX推進室 137

☆ tsukurun(ツクルン)サテライト整備事業 45,285千円 DX推進室 139

◇ 市史編さん事業 19,124千円 市史編さん室 143

行政の透明性の確保や市民サービスの向上を図るため、公開型地理情報システム「桐
生べんりまっぷ」を導入し、市が保有する「くらし」や「防災」等の様々な地図情報
をホームページ上で公開（掲載数：５カテゴリー、９マップ）

桐ペイの普及・定着を促進するため、通年で桐ペイの現金チャージできる「通常
チャージ」（チャージ総額：44,677千円）や桐ペイのポイント発行を広く一般に開
放し、ポイント発行の原資を市が預かることで桐ペイを発行する「だれでもポイン
ト」（発行総額：4,852千円）を開始するとともに、中心商店街のスモールビジネス
サタデーイベントとコラボしたイベントキャンペーンを実施。（発行総額：7,538千
円）さらに、出産・子育て応援事業の桐ペイ給付を開始（発行総額：10,800千円）

情報発信機能の強化を図るため、外部人材を広報監として引き続き登用し、幅広い
ネットワークを生かしたテレビ局との仲介的な役割や、専門的知識、技術及び経験に
基づく指導・助言等を行うとともに、職員向けセミナーや大学での講演活動を実施

市街地域活性化に取り組む群馬大学の学生を中心とする学生団体との連携により、若
者の地域への関心喚起のための魅力発信を実施。また、市民団体等が行う市のシティ
ブランディングに寄与する取組（採択事業：2件）を支援するとともに、地域資源を
市内外に向けて本市の魅力を発信するため、企画展を実施（来場者数：7,009人）

旧昭和小学校改修事業

水道局が旧昭和小学校に移転するにあたり、旧昭和小学校水道局移転改修設計の完了
を受け、屋上防水工事や水道局が使用する１階部分の改修工事に着手

小中高生という若い段階から、プロのクリエイターも使用するような機材やソフト
ウェアを使って、デジタル創作体験を身近な施設でできるようにするため、
「tsukurun」の県内初のサテライト施設を桐生市保健福祉会館内に整備

「『新編　桐生市史』編さん基本計画」に基づき、市内及び周辺地域の史資料調査を
進めるとともに、いち早くその成果を市民に向けて発信するため、「広報きりゅう」
への「市史編さんだより」の連載、講演会の実施、『桐生市史研究』創刊号を300部
刊行

６. 計画推進のために（協働、行政運営）

令和7年1月6日の開庁に向けて、新本庁舎建設工事を実施するとともに、庁舎移転計
画等策定業務委託契約を締結し、移転計画、文書管理適正化及び文書削減計画の策定
を進めるなど、移転準備を推進

広報アドバイザリー業務委託
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決算額 担当課
決算書
ページ

◇ 職員提案入賞者記念品 19千円 人材育成課 133

（職員提案事業）

◇ 電子地域通貨事業[再掲] 110,725千円 DX推進室 137

◇ 群馬県知事選挙ポスター掲示板設置謝礼 79千円 選挙管理委員会 159

（群馬県知事選挙費一般経費）

☆ 30千円 SDGs推進課 165

（環境都市推進事業）

◇ 環境ポスター展入賞者記念品 24千円 SDGs推進課 165

（環境保全活動推進事業）

☆ 30千円 交通ビジョン推進室 167

（バス交通対策事業）

☆ 環境美化推進報奨金 11千円 SDGs推進課 169

（ごみ減量・再生資源化事業）

◇ 237千円 健康長寿課 205

（健康づくり事業）

群馬県知事選挙ポスター掲示板設置の協力謝礼として「桐ペイ」を贈呈

「ゆっくリズムのまち桐生」ロゴマーク受賞者記念品

桐ペイ活用事業

優れた職員提案をした職員への褒賞記念品として、「桐ペイ」を贈呈（5件）

旧桐生地区を運行するおりひめバスについて、運行体制等を改善し、バスの利用促進
を図るため、市民からおりひめバスモニター（10人）を選出し意見を収集し、モニ
ターへの謝礼として「桐ペイ」を贈呈

子どもたちの環境に対する意識の高揚を図ることを目的として、環境をテーマとした
ポスターを公募し、最優秀賞及び優秀賞受賞者に記念品として「桐ペイ」及び環境配
慮型文房具を贈呈

子どもの環境美化に対する豊かな心を育むことを目的として、環境美化活動を行う子
どもに対する報奨として「桐ペイ」を贈呈（支給人数：２２人）

きりゅう健康ポイント事業『100点チャレンジ』[再掲]

健診を受け、自身で設定した健康目標に向かって取り組む市民を後押しするインセン
ティブとして、「桐ペイ」を贈呈
（チャレンジ達成者：517人）

「ゆっくりズムのまち桐生」普及啓発のため、ロゴマークのデザインを公募し、選定
された作品の作者に「桐ペイ」を記念品として贈呈

おりひめバスモニター制度創設[再掲]

桐ペイの普及・定着を促進するため、通年で桐ペイの現金チャージできる「通常
チャージ」（チャージ総額：44,677千円）や桐ペイのポイント発行を広く一般に開
放し、ポイント発行の原資を市が預かることで桐ペイを発行する「だれでもポイン
ト」（発行総額：4,852千円）を開始。また、中心商店街のスモールビジネスサタ
デーイベントとコラボしたイベントキャンペーンを実施（発行総額：7,538千円）。
さらに、出産・子育て応援事業の桐ペイ給付を開始（発行総額：10,800千円）
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◇ すくすくキノピー応援給付金 10,800千円 子育て相談課 209

（出産・子育て応援事業）

◇ 八木節キャンペーンスタッフ退任記念品 18千円 観光交流課 251

（一般観光事業）

◇ フォトコンテスト入賞者記念品 11千円 観光交流課 251

（観光推進事業）

◇ 二十歳を祝う会記念品 208千円 青少年課 327

（二十歳を祝う事業）

◇ 10千円 青少年課 327

（青少年対策事業）

妊娠届出や出生届出の後、面談を受けた妊婦・子育て世帯に等に対し経済的支援（妊
娠期50,000ポイント・出産後50,000ポイント）の支給に「桐ペイ」を活用

明るい家庭・地域づくり運動推進標語等入賞者記念品

令和4年度（第31期）桐生八木節キャンペーンスタッフ11人に対し、退任時の記念
品として「桐ペイ」を贈呈

市内のおすすめスポットや特産品など、市の魅力が伝わる写真を募集するインスタグ
ラムフォトコンテストを開催し、入賞者の記念品として「桐ペイ」を贈呈
（最優秀賞1名、優秀賞4名）

大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年（二十歳になる者）を祝い励
ますために「二十歳を祝う会」における記念品として「桐ペイ」を贈呈

「明るい家庭・地域づくり運動」推進のため募集した標語及びイメージ写真の入賞者
への記念品及び推進市民大会における「少年の主張」桐生市成績優秀者発表者への謝
礼として「桐ペイ」を贈呈
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決算額 担当課
決算書
ページ

☆ 防犯対策事業 227千円 地域づくり課 117

☆ 鉄道燃料高騰対策事業 12,944千円 交通ビジョン推進室 133

◇ 電子地域通貨カード配布事業 521,600千円 DX推進室 137

◇ 桐ペイプレミアムポイント事業 505,686千円 DX推進室 137

☆ 9,989千円 SDGs推進課 165

☆ 低所得世帯支援給付金給付事業(3万円給付) 424,197千円 福祉課 181

☆ 1,500千円 地域づくり課 201

☆ 2,938千円 農林振興課 231

☆ 4,893千円 農林振興課 231

☆ 52,952千円 農林振興課 235

☆ 568千円 新里地域振興整備課 235

動力費（燃料費・電気料金等）の高騰による運行コストの増加により、鉄道の安全か
つ安定した運行の継続に支障をきたすことを防ぐため、既存の補助金に動力費の補助
が含まれていない上毛電気鉄道㈱に対して沿線市が協調して支援

省エネ家電買換支援事業

電気料金高騰に伴う家庭の費用負担の軽減を図るとともに、温室効果ガス排出削減に
つなげるため、省エネルギー家電（エアコン、電気冷蔵庫）への買換えを補助
（支給件数：283件）

肥料価格等高騰対策事業

肥料価格高騰により経済的な影響を受けている農家の負担軽減を図るため、令和4年
度中に購入した肥料費の１０％（補助上限10万円）を補助（支給件数：73件）

畜産飼料価格高騰対策事業

畜産飼料価格高騰により経済的な影響を受けている畜産農家の負担軽減を図るため、
配合飼料の購入費一部として、令和4年度購入飼料費の8%（補助上限150万円）を
補助（支給件数：41件）

コロナ禍における物価の高騰の影響を受けた生活者を支援するため、令和5年10月1
日現在、桐生市に住民登録のある方全員に桐生市電子地域通貨5,000円分のポイント
が入ったカードを配布（配布総額：511,325千円）

施設園芸用燃料価格高騰対策事業

原油価格の高騰に伴う施設園芸農家に対する燃料費負担の軽減を図るため、燃油価格
が一定の基準を超えた場合の購入費の一部を助成（支給件数：48件）

消費喚起と物価高騰対策、桐ペイの更なる普及・定着を目的とし、通常、プレミアム
ポイントの付与率が1%のところ、期間限定で30％となるキャンペーンを実施
（チャージ総額：400,000千円　ポイント発行総額：520,000千円）

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい
住民税非課税世帯に対して、3万円を給付 （支給件数：13,689世帯）

物価高騰の影響を受けた市民が、振り込め詐欺等の特殊詐欺を未然に防ぐための防犯
対策を講じられるよう、防犯機能付きの電話機や録音機の購入費用の一部を補助
（支給件数：46件）

新里支所群馬用水土地改良事業

電気料金高騰の影響を受ける土地改良区における農業用水の安定供給を維持するた
め、農業水利施設のうち、電力使用量が多い揚水機等により、かんがいを行っている
群馬用水土地改良区に対し、農業用水の供給にかかる電気料金高騰分について交付す
る補助金

公衆浴場対策事業
利用者の減少や原油価格の高騰による厳しい状況下において、公衆衛生の向上を推進
するため、感染症対策に配慮しながら経営を続ける市内の公衆浴場に対し、奨励金を
交付（500千円×3浴場）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
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決算額 担当課
決算書
ページ

☆ タクシー事業者支援事業 2,738千円 交通ビジョン推進室 167

☆ 1,004,322千円 福祉課 183

☆ 197,951千円 総務課 183

☆ 62,702千円 子育て支援課 183

☆ 子育て世帯応援事業 60,814千円 子育て支援課 191

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた子育て世帯を支援するため、児
童1人につき、5,000円分の桐生市電子地域通貨を配布し、市内の加盟店において利
用していただく事を目的として実施（配布件数：11,991件）

低所得世帯支援給付金給付事業（7万円給付・非課税世帯分）

低所得世帯支援給付金給付事業（令和5年度均等割のみ世帯分）

低所得世帯支援給付金給付事業（令和５年度子育て世帯加算分）

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい
住民税非課税世帯に対して、7万円を追加給付 （支給件数：14,158世帯）

物価高により厳しい状況にある生活者を支援するため、令和５年度住民税均等割のみ
課税世帯に対して、１０万円を給付（支給件数：1,920世帯）

物価高により厳しい状況にある生活者を支援するため、令和5年度住民税非課税世帯
給付金や住民税均等割のみ課税給付金の対象となる世帯のうち、18歳以下の児童を
もつ子育て世帯への加算として、児童１人につき５万円を給付
（支給件数：1,214件）

燃料価格の高騰やコロナ禍以降の利用者の減少、運転手不足に伴う営業の縮小により
経済的影響を受ける市内のタクシー事業者を支援するため、令和2年度（高騰前）燃
料価格から令和4年度（高騰後）燃料価格の上昇分を補助

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用事業
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